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（報告事項    ） 

第１４２７回経営委員会資料 

２０２３年６月２７日 

 

 

２０２２年度 ＮＨＫと関連団体との取引の公表について 

 

 ＮＨＫと関連団体との一定金額以上の取引について、添付「２０２２年度  

ＮＨＫと関連団体との取引について」のとおり公表することとしたので報告する。 

  

 

１ 公表内容 

「２０２２年度 ＮＨＫと関連団体との取引について」 

２ 公表方法 

ＮＨＫの公開ホームページに上記を掲載 
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【参考２】随意契約の概要（随意契約理由別内訳） 

（注）複数の理由に該当する契約については、そのうちの主なものに区分しています。 

 

３．取引の評価（関連団体運営基準第２６条に基づき評価を実施） 

関連団体との取引については、随意契約の要件を充足しているかをはじめ、

経理規程および業務委託基準に基づき、全ての取引が適正に行われているか

をＮＨＫ本体で点検し、いずれの取引も適正なものであると判断しています。 

この判断にあたっては、外部有識者で構成し、関連団体を含めた契約手続き、

随意契約の事由について点検・助言する「入札契約委員会」の評価も踏まえて

います。 

区     分 件 数 金 額 

① 公共放送サービスの質を確保するため、関連団体のノウハウを
活用することが不可欠な業務委託 

３６４件 １,６９９億円 

－１ 放送番組の企画・制作とそれに関連する放送分野の業務委託  ２８３件 １,４１５億円 

－２ 放送施設の管理、放送番組の周知宣伝、受信料徴収に関する
業務等の支援分野の業務委託 

 ８１件  ２８４億円 

② 契約の性質または目的が競争に適しない場合 １,１８０件  １１５億円 

－１ ＮＨＫの業務運営上、特殊の物品または特殊の技術を必要と
するとき 

４６７件 ３５億円 

－２ 特許・実用新案・著作権など独占的な権利の許諾を必要とす
るとき 

１８件 ５億円 

－３ 既設設備の改修・管理・保守関連のとき ６９５件 ７５億円 

③ 緊急の必要により競争を行う時間がない場合 ３件 ０.０９億円 

④ 法令の規定により、契約の相手方が一者に定められている場合 ２件  １７億円 

⑤ その他特別な事由がある場合 ７件 １９億円 

随意契約  計 １,５５６件 １,８５１億円 
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（参 考） 

 

 ２０２２年度 ＮＨＫと外部（関連団体を含む）との契約の状況について 

 

ＮＨＫと外部（関連団体を含む）との契約状況は以下のとおりです。これは、「特殊

法人における随意契約の適正化の推進について（協力要請）」（総務省、2008年）を踏ま

えて「随意契約見直し計画」を策定し公表してきたもので 2013 年度にフォローアップ

を終了しました。 

2014年度以降も引き続き競争契約率などの契約状況をとりまとめて公表しています。

1件の契約金額が、以下の金額を超えるもの（国の公表基準に準ずる）を対象としてい

ます。 

  ・工事または製造 250万円  ・物件の借り入れ 80万円 

  ・財産の買い入れ 160万円  ・その他の役務  100万円 

 

１ 契約状況 

区  分 金  額 割  合 

競 争 契 約 １，７４７ 億円 ６５．２ ％ 

随 意 契 約 ９３１ 億円 ３４．８ ％ 

合 計 ２，６７９ 億円 １００．０ ％ 

                        (注)競争契約には競争入札、企画競争・公募等を含む 

 

２ 競争契約のうち一般競争入札の状況 

 

       金   額       ９７５ 億円 

 

※ 放送番組の制作等にかかる業務委託、および契約の相手方が一者に定められている契約等は含めて

いません。 

(注) 


